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都市でひとりになる居場所の本質に関する研究 
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都市生活を送るうえで日常生活や普段の社会的な関係性を取り払ってリラックスした気分になったり本来の自分らし

さを取り戻すことができるような居場所が必要とされている．このような居場所のうち，本研究ではひとりになること

で居場所を感じることができる屋外の場所を「都市でひとりになる居場所」と定義し，その特徴を把握した．また，都

市でひとりになる居場所において他者及び非日常を感じることが主体に対して持つ意味としてそれぞれ 3 つの意味があ

ることが明らかになった． 
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1．序論

(1)研究の背景

日常生活を送るうえで，一時的に仕事や学校での

自分の役割から解放されて，リラックスしたり落ち

着きたいというような経験は多くの人に共感される

ものであろう．このような時に過ごす場所として所

謂「居場所」というものがある．藤竹 1)によれば，

「居場所」という言葉は 1990 年代以降になって，

「人が居る場所」という意味だけでなく，「本来の

自分らしく居ることができる場所」というような意

味を持つ言葉として使われるようになった．また，

石本 2)によれば，多くの居場所に関する研究で，他

者と関わることが重要な居場所とひとりになること

が重要な居場所という分類がなされている． 

 他者と関わることが重要な居場所の一例としては

日本の居酒屋文化やサークル活動など，趣味の活動

を通した場が考えられる．Oldenburg3)により提唱

されたサードプレイスもまた，普段の社会的地位や

役割を取り払い，そこに居る人が全員対等な者とし

て会話をすることで交流を深めるような場所であり，

居場所に近いものと考えられる． 

 ひとりになることが重要な意味を持つ居場所の一

例としては，造園家であったマギー・K・ジェンク

ス氏により立ち上げられたがん患者とその家族のた

めのマギーズセンター4)や，ひとりカラオケなどの

「ひとりビジネス」が近いものと考えられる．マギ

ーズセンターではがん患者及びその家族は周囲の人

や普段のことを気にすることなく，思う存分に自分

の感情をあらわにすることができる．また，「ひと

りビジネス」の空間に居る時は，一緒にいる人への

気兼ねなく好きな事をしたり，考え事をしたりする

事が出来る．これらが必要とされている背景には他

者の目から離れた場所で自分らしさを取り戻すこと

への需要が伺える．

居場所やサードプレイスに関する既存の研究とし

ては林田ら 5)のように，「居心地の良い場所」とし

て各個人によって構築されている場所の把握及びそ

の利用特性や属性による違い等に関することが多い．

一方で，その空間体験の質的な評価を対象とした研

究は心理学分野も含めて行われているものの十分と

は言えない．特に都市の中でひとりになることが重

要な居場所を対象とし，そこでの質的な受け止め方

に注目した研究は管見では見出せない． 

(2)研究の目的

本研究では，都市の屋外で知人と一緒に過ごすわ

けでなくひとりになってぼーっと過ごす場所や普段

の生活や社会的な役割から解放されているような気

分になってリラックスできるような場所を「都市で

ひとりになる居場所」と定義し，その特徴を把握し

た後に，フッサール現象学に基づいた本質観取の方

法を参照してそのような場所における主体の心情に

着目することで，都市でひとりになる居場所が主体

に対して持つ意味を明らかにすることを目的とする． 

2.既存研究の整理

(1)本研究に関連する既存概念の整理

本研究において都市でひとりになる居場所を定義

し扱うにあたり，関連する概念について整理を行う． 

a)居場所

居場所に対して明確な定義はされていないものの，

藤竹 1)による自分らしく振舞えたる場所や仲間に認

められていると感じられるような場所という意味付

けが一般的であると考えられる．人との関わりが重

要な意味を持つ社会的居場所 2)，社会的な関係性を

取り払い，本来の自分らしさを実感できるような人

間的居場所 1)，ひとりになることが重要な個人的居

場所 2)等の分類がなされている． 
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b)サードプレイス

サードプレイスは Oldenburg3)により提唱された

概念であり，そこでは普段の社会的な地位や関係性

を取り払って，皆対等な者として振舞い，主に会話

によって人間関係を築いていく．また，Oldenburg

はサードプレイスの真価を，普段の生活やストレス

からの逃避よりも，その場で得られる人間関係や経

験にあるとしている． 

c)プライベート空間

プライベート空間とは泊ら 6)によって定義された

概念であり，他者からの目を気にせずに自由に振舞

うことが出来る自分固有の時間や空間を指す．また

その機能として，緊張解消，課題への集中，自己内

省，率直なコミュニケーション，気分転換，情緒的

解放，自己変身の 7機能があるとしている． 

d)回復環境

高山ら 7)によれば，回復環境とは単にストレス源

が無いというだけではなく，精神的な回復を促すよ

うな環境の事を指す．また，このような回復環境の

特徴として逃避，魅了，広がり，環境と人間の行動

の適合という 4点があると明らかになっている． 

e)ひとり空間

ひとり空間は南後 8)によって提唱された概念であ

り，一定時間ひとりという状態が確保された空間に

おける人とその空間の関係性に着目した概念であり，

どちらか一方を指すわけではない． 

f)都市でひとりになる居場所の位置づけ

本研究で扱う都市でひとりになる居場所の既存概

念に対する位置づけは，その場所の機能という観点

では，社会性を取り払って自分らしく居る事が出来

る人間的居場所や，プライベート空間の機能のうち

気分転換・情緒的解放・緊張緩和，及び回復環境に

近い．また，その場での他者との関係性という観点

では，ひとりになることが重要な意味を持つ個人的

居場所やプライベート空間及びひとり空間に近いと

考えられる． 

(2)既存研究の整理

本研究に関連する既存研究として a)居場所等の

機能に関する研究，b)居場所等の場所の選定に関す

る研究，c)屋外空間における人の行動に関する研究，

d)「ひとり」の研究が挙げられる．以下にこれらの

分野の既存研究の概要及び整理と本研究の位置づけ

を示す．

a)居場所等の機能に関する研究

その居場所に一緒にいる人との関係性と居場所の

機能の対応を明らかにした研究 2)，特定の感情状態

の時に必要とされるプライベート空間の機能の研究
6)が行われている．

b)居場所等の場所の選定に関する研究

居場所として被験者に選ばれている場所及びそこ

での具体的な行動を明らかにした研究 5)9)10)，居場

所としての居心地良さとそのためのしつらえを明ら

かにした研究 11)，ストレスからの回避のために回

復環境として選ばれる場所とストレッサーの関連性

を明らかにした研究 12)がある． 

c)屋外空間における人の行動に関する研究

特定のフィールドでの調査より居場所における人

同士及び人と環境の関わりから居場所としての特徴

を明らかにした研究 13)，パブリックスペース設計

の際に意図された人の行動から人間－環境関係の

12 分類を得た研究 14)，フィールドでの調査から公

園に求められるニーズを明らかにした研究 15)が挙

げられる．また，鈴木 16)はある場所に居ることが

できるという事自体がその場所の主要な価値の一つ

であるとして，人がそこでどのように過ごすかとい

う観点からの屋外空間デザインの可能性を示唆して

いる． 

d)「ひとり」の研究

他者との関係性から離れ一時的にひとりになるこ

との価値を明らかにした研究 8)17)がある． 

(3)本研究の位置づけ

以上の既存研究では居場所等の役割やその具体的

な場所，及び屋外にひとりで居る人がどのように過

ごしているのかという点では明らかになっている部

分が多い．一方で，居場所等に居る時の主体の心的

な変化やその要因についての研究は十分とは言い難

い状況にある．本研究では都市でひとりになる居場

所が主体にとってどのような意味を持つのかという

点に着目する点に特徴がある． 

(4)研究の流れ

研究の構成を図-1 に示す．まず，都市の中でひ

とりになる場面の事例を収集した主体の心情によっ

て分類し，どのような時にひとりを感じるのかとい

う現状を把握する．次いで都市でひとりになる居場

所の事例を収集し，そこに居心地の良さを感じる理

由について，主体と他者及び環境との関係性という

観点から分析を行う．最後に都市でひとりになる居

場所の居心地の良さに影響すると考えられる「都市

で出会う見知らぬ他者」及び「都市で感じる非日常」

について，これらを感じることが主体にとって持つ

意味を，フッサール現象学の本質観取を参照したグ

ループインタビューによって明らかにする．

図-1 本研究の構成 
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(5)調査方法について

本研究では主体の心情といった主観的なものを扱

う為，各自の体験談に即した自己内省が必要であり，

被験者同士の相互作用により自己内省が深まること

及び経験が思い出され言語化されることを想定して，

グループインタビューを実施した．また，「都市で

感じる見知らぬ他者」及び「都市で感じる非日常性」

を感じることの主体にとっての意味については，価

値や心情といった主観的ものについてその本質を明

らかにする際に用いられることがある，フッサール

現象学に基づいた本質観取 18)を参考にグループイ

ンタビューを行う．

3.都市にひとりでいる場面の実態把握

(1)グループインタビュー調査の概要

本研究において都市でひとりになる居場所を扱う

前段階として，普段の生活の中で，都市にいてひと

りを感じる場面としてどのようなものがありその時

の心情はどのようであるのかという実態を把握する

為に事例として体験談をグループインタビューによ

って収集する．この調査の概要を表-1に示す． 

(2)データの整理

全てのインタビューは録音し，会話を書き起こし

てテキストデータとした．テキストデータからは，

都市でひとりになる個々の場面について，場所，す

る事，心情，心情の変化のきっかけ，心情の説明を

抽出し，エピソードとして整理した．この抽出方法

の例を表-2 に示す．また，抽出された心情を分類

した結果を表-3，表-4に示す． 

 抽出されたポジティブな心情を表-3 に示す．心

情を引き起こす要因である心情のきっかけの要因と

しては他者及び他者以外の環境の 2つに大別され，

更に他者に対してどの様に意識を向けるか，及び他

者のどのような点に意識を向けるかという点から，

心情のきっかけとして他者に関係あるものは「他者

の存在への意識」等の 4つに分けられた． 

抽出されたネガティブな心情を表-4 に示す．本

調査で得られたデータのうち，ネガティブな心情の

きっかけ及びその要因が他者以外の環境となるもの

は無くすべて他者に関係しており，特に他者の存在

及び不在が強く意識されていた． 

表-2 テキスト分析の例 

表-1 グループインタビュー調査概要 

図-2 他者との関係性に着目した居方のタイプ 

(文献
19)
より作成)

表-3 抽出された心情の分類（ポジティブ） 

表-4 抽出された心情の分類（ネガティブ） 
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(3)居方に注目した考察

鈴木毅 19)はある場所に人がどの様な姿勢で，及

び，どのような関係を他者や社会，環境との間に築

きながら都市空間の中に居る事が出来るのか，とい

う人と都市空間の関係性を示す概念として居方とい

う概念を提示している．その中でも他者との関係性

に着目した居方のタイプを図-2 に示す．この鈴木

による居方の分類を参考に，本研究で抽出された表

-3，及び表-4 に示す「都市でひとりになる場面」

の心情のうち，きっかけの要因として「他者」に分

類されている心情が引き起こされるような，自己と

他者の配置について考察した．これを表-5 に示す．

 以上より知人と一緒にいるわけではない状態で更

に，自分はひとりで居ると感じられるとき，その主

体の心情には他者や周囲の環境が関与しているとい

う事が明らかになった．  

4.都市でひとりになる居場所の実態把握

(1) 調査概要

そこでの心情として表-3 の分類における「休息」

が当てはまると考えられるような都市でひとりにな

る居場所の特徴を把握する為に実際に都市でひとり

になる居場所として選ばれている場所とその場所が

居場所となっている理由を整理する必要がある．し

たがって都市でひとりになる居場所の事例を収集す

る為のグループインタビューを実施した．この概要

を表-6 に示す．被験者に自身の経験談を語っても

らう際は，その場所の様子，自身がしていた事，居

心地良さの理由について語ってもらうことを意識し

た． 

(2)データの分析

a)都市でひとりになる居場所の特徴の把握

グループインタビューの際に録音した会話データ

を書き起こし，そこから 1 つの場所に関する話を 1

つの話題として切り出した後，その意味に注目して

読み直し，被験者が都市でひとりになる居場所とし

て語った，その場所の居心地が良い理由に関わる発

言を抽出した．分析過程の一例を図-3 に示す．そ

の結果に対し，被験者が都市でひとりになる居場所

について語る際の指摘対象の分類と，指摘対象及び

都市でひとりになる居場所に対する印象・評価の分

類を行った．この結果得られた指摘対象の分類を表

-7に，印象・評価の分類を表-8に示す．

印象・評価の分類は，普段の生活との乖離や非日

常を感じる事が居心地の良さに影響していると考え

られる「新鮮さ・非日常感」，安心感や穏やかな雰

囲気に関わる「安心感・穏やかさ」，都市特有の風

景に価値を見出して評価している「都市的な雰囲

気」，自身のこれまでの人生の中で，その場所に対

して抱いてきた印象が居心地の良さにつながってい

ると考えられる「なじみ感」，眺望性の良さが居心

地の良さに影響していると考えられる「開放感」，

図-3 テキスト分析例 

表-6 グループインタビュー調査概要 

表-5 ひとりで居る時の心情と他者に関係する

居方の対応 

表-7 指摘対象の分類 

表-8 印象・評価の分類 
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主に単独の人や要素に対する印象や評価として発言

された「印象・評価」に分類された． 

 

b)都市でひとりになる居場所の分類 

 表-8 の印象・評価を参考に，得られた 39 の都市

でひとりになる居場所をその性質によって 8つのタ

イプに分類した．なお，2 つ以上の性質を持つもの

は重複して分類している．これを表-9に示す． 

 

5.都市でひとりになる居場所の本質観取 
 

(1)本質観取を参考にしたインタビュー調査概要 

 表-9 での都市でひとりになる居場所の分類のう

ち，他者の存在が感じられているものと非日常を感

じる居場所についてさらに調査することで本研究の

目的である都市でひとりになる居場所の本質的な意

味の一部を明らかにする．本章ではそこで過ごす主

体の心情の変化に注目し，他者及び非日常を感じる

ことの主体にとって持つ意味を明らかにする．この

調査の概要を表-10に示す． 

 

(2)得られた結果 

a)都市でひとりになる居場所で意識される他者の 

本質 

他者の役割 

 他者の存在がその居心地良さに影響する都市でひ

とりになる居場所の事例として計 16 のエピソード

が得られ，得られたエピソードをその中で他者が持

つ役割によって分類したところ，他者が持つ 5種類

の役割が得られた．これを表-11に示す． 

他者を感じる意味 

更にこのように見知らぬ他者と都市で直接的でな

い交流をすることの意味として 3つの意味が考えら

れた．以下でこの 3つの意味について説明する． 

①自己承認 

 他者の役割のうち「自己投影の対象」や「共感の

対象」では，他者の姿や行動を見ることで自分と同

様の心情や想いを抱く他者が存在すると想像して他

者に共感するとともに，自分の心情や想いをも肯定

的に受け入れるという自己承認につながっている．  

②現実忘却 

 他者の役割のうち「自己投影の対象」「観察対象」

では，意識の方向が自分の事ではなく他者に向かう

事で，現実の煩わしさを一時的に忘却できるという

役割が明らかになった． 

③ひとりだけど孤独じゃない 

 他者の持つ役割のうち「都市の日常風景」「現実

感」は，知人から離れてひとりになっているが，孤

独を感じさせないという意味を持つ．普段の人間関

係から離れてひとりになりたい時でも，完全に周囲

表-11 都市でひとりになる居場所における 

他者の役割 

表-12 都市でひとりになる居場所で感じる 

非日常のきっかけ 表-10 本質観取を参考にした調査概要 

表-9 都市でひとりになる居場所の分類 
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に人がいない孤独のような状況は落ち着かない場所

であり，他者はひとりでゆっくりできる場所に当た

り前に存在するものとして捉えらえている．  

b)都市でひとりになる居場所で意識される非日常の

本質 

非日常のきっかけ 

 都市でひとりになる居場所で非日常が感じられて

いる事例として計 16 のエピソードが得られ，非日

常を何によって感じるのかというきっかけによって

分類したところ 5種類のきっかけが得らえた．これ

を表-12に示す． 

非日常を感じる意味 

 非日常を感じることは主体にとって何をもたらす

のか，非日常のきっかけの分類後に話し合いの中で

考察した．これを以下に示す． 

①幸福感 

 季節性を感じる居場所では日常の諸々を忘れさせ

るような，幸福感に満たされるという感覚があり，

これが非日常を感じることの意味と考えられた． 

②好奇心・冒険心 

 普段は行かない身近な場所，及び新発見がきっか

けとなる非日常を感じている居場所では，気持ちが

そちら側に動くような「わくわくする」というよう

な好奇心や冒険心に近いものが感じられており，こ

れが非日常を感じる意味と考えられた． 

③気分の離脱 

 異空間性，及び日常的な場所から見えた異空間に

よって非日常を感じている居場所では身体は日常的

な生活圏のそばにありながら，気分としてはそこか

ら離脱して日常の諸々から離れているような感覚が

あり，これが非日常を感じることの意味と考えられ

た． 

 以上が都市でひとりになる居場所において本研究

にて明らかになった他者及び非日常を感じることの

主体にとって持つ意味である．他者を感じる 3つの

意味についてはいずれも知人ではなく見知らぬ他者

と直接的でない関わりをする場面に限ったものであ

り，このような形で他者を感じることで，そこはか

えって自分の事を考えたり気張らずに過ごすことが

できる場所となるということが明らかになった．非

日常を感じる 3つの意味については，主体が普段と

違った場面を見ることで，気持ちを満たすような幸

福感等の感情をもたらすという意味があることが明

らかになった． 

 

6.結論 
 

(1)本研究のまとめ 

 本研究ではまず，都市に居てひとりを感じる場面

をその時の心情によって表-3，表-4 のように分類

した．これにより知人から離れてひとりで居る時は

知らない他者の存在がその時の心情に影響すること

が明らかになった．次いで都市でひとりになる居場

所として選ばれている場所とその理由を表-8 のよ

うに分類して都市でひとりになる居場所の特徴を把

握した．これにより，都市でひとりになる居場所に

おける居心地にはそこで意識される他者と非日常性

が重要であると考察した．最後に，フッサール現象

学の本質観取の方法を参照しながら，都市でひとり

になる居場所において他者及び非日常を感じること

の意味を明らかにした． 

 

(2)今後の展望 

 都市でひとりになる居場所の選定やそこでの心情，

及びその理由に関しては年齢等の属性によるばらつ

きが大きいと考えられるため，他の属性の人々を被

験者とした調査を行う事でより広く実態を把握する

ことができ継続的な調査によって，屋外空間の価値

の一つとして都市でひとりになり，自分と向き合う

ための場所としての価値を高めることができると考

えらえる． 
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